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今日は｢法華経のこころ｣
について何か話をということですが､ご存知の通り､大聖

ヽ

人様は｢法華経題目抄｣の初めに､この信仰ではたとえ法華経のこころを知らなくても南無妙法蓮華経の五字七字の題目をたとえ一遍なりとも唱えることがあったならば､その人は必ず成仏することが出

←

来ると仰せになっています｡とすれば｢法華経のこころ｣というような､言ってみれば理屈など別に分からなくてもよい｡この妙法を少しも疑う心なく信解する〓忍の心があれば､それで即身成仏が叶うということになります｡疑越艶絹開賢しの妙法蓮華経を信じ持つことがいかにむつかしいことであるか､それは私達が常日頃実感していることです｡ですから大聖人様もそのあたりを考慮されてか､さき程のように｢法華経のこころ｣など知らなくてもよいとされながらも､ほかの御書では法華経のこころとはどのようなものか具体的に何度となく説明されています｡
つまりこれはどういうこと

かと言いますと､疑いのまじらない純粋な信の〓忍心だけで私達は成仏出来るわけですが､その二番信心を獲得する為の手段と言いますか､その前段階の準備として法華経のこころというものを知ることも､又非常に大切なことであるということなのです｡
これから私が少々話をさせ
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ていただきます｢法華麿のこころ｣がそんな大事な役目を果たすことが出来るかどうか､それはとても分かりませんが､そこの所はひとつ皆さんの賢明なご判断をよろしくお願い致します｡

和歌をめぐる二人の学者の意見
さて今年の四月十日に京都

大学名誉教授の桑原武夫さんが亡くなられました｡桑原さんの専門は1応フランス文学ですが､その学問の対象は広く文化一般におよび､特に明治以俺の日本の近代化という問題を追求されていました｡その桑原さんが第二次世界大戦で日本が敗れて一年くらいした頃､｢第二芸術｣という論文を発表して当時の世間を大変さわがせたことがありました｡
この論文は1体どんな内容

だったのかと言いますと､俳句とか短歌という日本古来の歌というものはあくまでも芸でしかなく､それをもし芸術と呼ぶならば､第一等の芸術に及ばない第二等の芸術であるとけなしている論文なので

す｡つまり､五七五の十七文字の俳句や五七五七七の三十一文字の短歌のような短かい歌の中ではとても人生の重大ないろんな問題を語ることなどはできない｡俳句とか短歌という芸術はあくまでも趣味的なものであって､敗戦直後の大変な時代を生きる人間に対して生きていくのに有効な思想を何ら持たない､所詮第二次的なものである､と述べたのです｡
このような短歌や俳句はと

ても芸術というような高尚なものではないという意見は､実はそれ以前からもありました｡しかし自分の意見としてそれをハッキリ言った人は桑原さんが初めてであり､それが敗戦直後の独特な雰囲気とあいまって大変な騒ぎとなったわけです｡
当然ものすごい反対があり

.ました｡特に短歌や俳句によ
って生計を立てている人達からの反論は非常に強いものがあったようですが､正面からの堂々たる反論というものは余り無かったようです｡つまりその多くが､｢歌というものは所詮自分で作ってみない限り､その味わいとか働きは分からない｡自分で作ってもみないような人間が横から口を入れる必要はない｣というような非常に説得力のないものに終ってしまったようなのです｡

そのような中で､民俗学の
学者で折口信夫という人がおりました｡この人は民俗学研究のかたわら､自らも味わいのある和歌をよみ､その方で
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大　鳥　書
は釈造空という名前で大変有名な人です｡この人の弟子で評論家の山本健吉さんによれば､折口さんもやはり桑原武夫さんの｢第二芸術｣論に大変刺激されて和歌の本質とか意義というのは一体何なのかということをず.っと考え続けていたそうです｡

折口さんは昭和二十八年に
亡くなっていますが､その亡
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て桑原さんは｢だからダメなんだ｣と言ったのですが､それに対し折口さんの方は｢そこが和歌のよい所なんだ｡そこに和歌だけが持つ本当の意義があるのだ｣と言ったわけです｡何だか非常におもしろいと思いました｡
この折口信夫という人は独

特の感覚を持っており､和歌というものは本来神様､神様

ているのです｡

雪をキユツと握っ

ーた時の清らかさ
全く不思議な考えだと思い

ます｡このような和歌に対する考え方が果たして正しいものであるかどうかは何とも分かりませんが､ただ折口さん自身は確かにそのように信じていたし､そのような考えの

によって私通は大聖人様のご内証を頂戴することが出来るのです｡
更に､この仏様から授かっ

た五字七字のお題目が1つの音楽として私達の胸の中に泌み込んでいく｡と同時に私達の心がそのお題目の泌み込みを感じて非常に清らかな印象を受けるのです.これは正しく私達凡夫成道の姿であるし､南無妙法蓮華経のお題目の働きではないかと私は思うのです｡
折口さんは次のような誓え

話をしています｡
｢たとえば雪､雪が降っている.それを芋に握ウてキユ､ツと握りしめると水になって手の股から消えてしまう｡それが短歌の詩らしい点だったのです｣｡

とってキュヅと握りしめる｡するとその時､冷たいというのと共に､またそれとは別の不思議な感覚が｢瞬私達の胸をつきます｡雪はとけてしまい､水となって流れてしまって芋の平には何も残らないけれども､私達の心には一種不思議な清らかさが残っている｡五字七字の妙法の働き､そしてそれを受持し自ら口に唱えた時の微妙な瞬間的状況が見事に表わされていると思います｡
南無妙法蓮華経のお題目は

それを唱えた時には確かに存在するけれども､その瞬間を過ぎると消えてしまって私達の目の前には何も残らない｡また唱えたからといって即座に病気が治るわけでもないし､とりたてて何が変わるわ

の信仰の最もよい部分の一つが表わされているのではないかと思いました｡
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純一無二の信をつかむ

世問的効果を離れて光る真実

けでもない｡しかしこう何と言いますか､しみじみとした不思議な清らかさが心の中には確かにある｡そして､それがじっくり身体中にひろがっていくような

くなる半年位前にその自ら考えついた所を発表しています｡それは当時のラジオ放送を通じて行われたのですが､内容はどういうようなものかと言いますと､さき程も言いましたように､桑原さんは古い伝統を持つこの和歌という芸術を私達が生きていくのに有効な思想を何ら持たない第二芸術であると言い切ったのですが､それに対して折口信夫さんは桑原さんの言う｢生きて行くのに有効な思想を何ら持たない｣という､その思想など持たない所にこそ和歌の本質というか､その意義があるのだという､非常に変わった反論をしているのです｡
つまり､三十一文字の和歌

の中にしっかりとした内容や思想が無いという所をとらえ

と言ってもキリスト教などで言う神ではなくて日本の古い神様です､その神が人間の耳元にロをあててささやくように告げてくれた言葉である｡つまり和歌というのは人間が勝手に作り出すものではなくて､神からの授かり物だと言うのです｡だからそれを受け

よ

継ぐことがすなわち歌を詠むことであり､それによって神が人間に与えた悲しみや楽しみを伝えることが出来るとされていた､と言っています｡そして､たとえその意味が分かっても分からなくても神から授かった言葉である和歌がlつの音楽として人の胸町中
し

に泌み込んでいく所にその働きがあった｡だからそんな和歌の中に内容とか思想とかが本来あるわけがない､と述べ

上で自らも歌を詠んでいたことだけは間違いありません｡そして､私自身はこのような和歌に対する考えを聞いてほとんど唐突に､次のような思いにとらわれたのです｡
すなわち､私達が自らの信

心をそこに置いて日々口に唱えている南無妙法蓮華経という五字七字のお題目､あのお題目というものも実はこの折口さんの言う和歌に非常に似たものではないか､と思ったわけです｡
つまり､この南無妙法蓮華

経というのは末法の仏としての大聖人様のご内証ですね､その仏様が私達衆生に授けて下さった不思議な言葉である｡そして､それを受け継ぐことが南無妙法蓮華経とお題目を唱えることであり､それ

非常に鮮明なイメージです
ね｡白い雪を手の平ですくい

気がします｡こ

の雪をキュッと握りしめるというイメージには､私達のこ

効果のあるなしですべてを判断
よく言われるように､私達

凡夫は煩悩の中から生まれてきて､1生涯欲をかきつづけて生きていく膏在です｡生きていこうという気持ちそのものが既に欲ですから､欲は私達が生きていく為には又必要不可欠なものと言えます｡しかし何と言ってもその最も大きな特徴は､充たされるということが決して宛い､という所にあります｡ある程度のモノがあっても必ずもっと一杯欲しいと思う｡モットイイ所へ行ヰタイ｡モット便利ナホウガイィ｡モット楽ヲシタイ｡モット簡単ニナラナイモノカ､等々｡

だから苦の人は｢分をわき
まえる｣とか｢足ることを知る｣ということを教えて､出来るだけ欲のかき具合を押さえようとしたのです｡しかしそれも所詮程度問題であり､また現代という時代は科学技術が発達して現実にモノはどんどんふえるし､どんど丸便利にもなってきましたので､そんな昔の教えもほとんど効

き目がありません｡むしろ欲をかくことが一つの美徳のようにすら考えられているのが昨今の状況だと言えます｡よく｢財テクのすすめ｣などと言いますが､何のことはない､どのようにすればいかに効率良く金もうけをすることが出乗るか､ということです｡価値観の転換とはこのようなことを言うのでしょうか｡
だから最近では､果たして

それが効果のあることかどうか､というのが物事を判断するときの重要な基準になっているようです｡何をするにしても効果のあることしかしない｡効果の無いことはムダだから出来るだけ切り捨てていく.この基準受刑にはすべてのものが裁かれてしまい､信仰とてその例外ではありません｡

果たしてこの信仰は効果が
あるのか｡この宗教は一体何の効き目があるのだろうか｡かくして､日本人の信仰心はどうのこうのと言われながらも､病気治しなどの御利益信仰をかかげて登場する新興宗教は決して跡を断つことがないのです｡

このような意味で言えば､
当家の信仰は正しく世間で言う所の効果の無い所にこそ､その良さがあるのではないかと思います｡それはさき程の話で言えば､桑原武夫さんが指摘した｢和歌が生きていく

一

に有効な思想を何ら持たない｣所を､折口信夫さんがそこが和歌の最も良い所なのだと考えたのと同様です｡白い雪をヰユツと握りしめた時に世間で言うところの効果のあるもの､有効なものは何一つ残らない｡しかし､そのような余計なものが残らない分だけ､その時私達のイノチが1瞬光り輝くのです｡
以上が私自身の考える｢法

華経のこころ｣です｡.

(大安寺総会にて)
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